
第8回 在宅あるある会

アンケート結果

令和6年2月20日(火) 開催

参加者 54人
回答者 40人
回答率 74.0％

問1 該当する所属機関を1つだけお選び下さい。 問2 所属機関の地域を教えてください。

苫小牧市

36人

(90.0%)

東胆振4町

1人

(2.5%)

室蘭市

1人

(2.5%)

千歳市

1人

(2.5%)

新潟県三条市

1人

(2.5%)

病院

9人

(22.5%)

クリニック(医科)

6人

(15.0%)

クリニック(歯科)

4人

(10.0%)

薬局

5人

(12.5%)

訪問看護ステーション

4人

(10.0%)

居宅介護支援

事業所

9人

(22.5%)

介護保険施設

・生活施設

1人

(2.5%)

行政機関

1人

(2.5%)

その他：フリー

1人

(2.5%)

問3 該当する職種を1つだけお選び下さい。

医師

5人

(12.5%)

歯科医師

5人

(12.5%)

歯科衛生士

2人

(5.0%)薬剤師

4人

(10.0%)
看護職

6人

(15.0%)

栄養士

4人

(10.0%)

リハビリ職

3人

(7.5%)

ケアマネジャー

9人

(22.5%)

事務職

2人

(5.0%)

問4 この一年間で在宅医療にかかわったことがありますか。
(依頼や退院時カンファレンスへの参加を含む。)

ある

29人

(72.5%)

ない

11人

(27.5%)

問5 在宅あるある会の時間はいかがでしたか。

ちょうどよい

35人

(89.7%)

長い

4人

(10.3%)

問6 講演『とまこまい在宅食支援の会 活動報告～設立準備から現在までの取組を通して～』は参考になりましたか。

とても参考

になった

27人

(67.5%)

やや参考に

なった

11人

(27.5%)

どちらともいえない

2人

(5.0%)

問7 問6の回答を選択した理由について具体的に教えてください。

• 苦労しながら設立されたことがわかり
ました。これからも軌道にのせるまでは
色々と困難な面もあると思いますが、
徐々に輪が広がっていけばいいなと思
います。こちらでも利用できるか検討
していきたいです。

• 苫小牧市でもこういった取組みをされ
ていることを知りませんでした。今後、
何かあれば相談をさせて頂きたいと思
います。

• 口腔ケアに興味があり、活動を検討
していたから。

• 地域での食支援に関して詳しくお聞
きできる機会が少なくとても勉強にな
りました。

• 研修の参加をしてますが、今回「準
備～」の歴史を知り、市としても食に
関する取組みを再確認しました。

• 医師のかかわりが重要であること。
• 立上げの経過と今後の展望がよく分

かった。

• 食の大切さを改めて実感させられた。
• 食支援に対しての進展を知ることで

相談できる場所が増えて勉強になり
ました。

• 新しく設立開始したとのことで今後利
用できたらと思いますが、どの様なタイ
ミングで利用するか、利用者様の理
解を得ることができるかなどの不安も
ありました。

• まだまだ地域に馴染むのは大変と思
います。利用者さんに知らせることが
出来るようにもっと知識を持ちたい。

• 活動に状況について理解できたが、
活動に参加したい場合はどのようにす
ればいいのかわからなかった。

• 取組みを知ることができた。

• 保険診療によるものかどうか。ボラン
ティアなのかどうかが不明。



問9 問8の回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

問8 地域活動紹介『EST(Eating Support Team)委員会』・『認定栄養ケア・ステーション』は参考になりましたか。

とても参考に

なった

27人

(69.2%)

やや参考に

なった

12人

(30.8%)

• 病院内で行われているESTの内容を知ることができていい機
会となった。肝性脳症、乳がんの栄養について機会があれば
相談させていただきたいです。

• 急性期リハでの取組みがよく分かった。病院からも在宅への
在宅食支援の引継ぎができるような仕組みができるとよいな
と感じた。

• 大きな病院での取組みが心強かった。

• 食形態の問題で同じ食事しかとれず、栄養が偏る方などを
見てきたことがあり、管理栄養士の訪問サービスがあることを
知って相談できる幅が広がり勉強になりました。

• 現状を知れてよかった。ケアステーションの利用までの流れが
わかり、今後の参考になりました。

• 訪問管理栄養士が苫小牧にいることを知りませんでした。
• 薬局に栄養士さんがいると知らなかった。

• 自分達が知らない分野の理解ができた。
• どちらもどのような事をしているのか知らなかった為。
• 食べることが健康には重要と思うため。
• 取組みの意義を理解しました。

• 大きなHPでようやくではあ
りますが、チームを作って
ESTを立上げ開始し始め
た。口腔ケア、口腔手術
もできるところでのチーム形
成は素晴らしい。ただもっと
大きくなって、在宅者も指
導できるといいと思います。
管理栄養士の訪問につい
ては、もっと高齢者の支払
い能力のある所に下がって
くれると嬉しいかも。

• 良い取り組みだなと感じま
した。もっと広く周知できれ
ば利用し易さと利用者様
への負担などが今後どの
様に繋げていけるかなど思
いました。

• システム自体をはじめて知
ることができた。

• 王子病院での取り組みが
理解できた。

問10 今回の在宅あるある会に参加して、『苫小牧における食支援』についてどう思われましたか。

取り組みたい

(関わりたい)

と思った

4人

(10.0%)

さらに知識を深めたいと思った

15人

(37.5%)

興味を持った

21人

(52.5%)

• 在宅リハビリに繋げていく方法を考えたい。
• 自分が訪問している患者さんに該当するよ
うなケースが出てきた時支援だったり、情報
提供に繋がればと思っています。

• 栃木県薬剤師会の事例を参考に、在宅で
のオーラルサポートや職員へのオーラルケア
への介入を増やしたい。

• ケアマネジャーとして仕事をしているので、利
用者への食事量や体重、口腔内にも目を
向けアセスメントしていくこと。

• 食生活が改善されることで、身体状況の回
復を現に利用者を通し体験しましたので、
食生活から生活のリズムを整うことで元気に
なることを意識しながら関係機関との連携を
図っていきたいと思います。

問11 問10で取り組みたい(関わりたい)と思ったと回答した方にお伺いいたします。
具体的にどのように取り組みたい(関わりたい)と思いましたか。

問12 患者・利用者の食支援に関して経験した困った状態・状況を教えてください。※複数回答可

単位［件］

20

17

16

15

13

12

11

11

10

10

9

9

9

8

7

7

4

3

0 5 10 15 20 25

入歯が無いと噛みにくい、入歯が合っていない

認知症である

食事メニューが単調で偏っている

食事中によくムセる

食べることに興味がない

誤嚥性肺炎を繰り返している

本人・家族から必要性と理解を得られない

飲み込みづらい

食事の支度(調理)が十分にできない環境

口腔内が乾燥している

食形態が合ってないと思われる

神経・筋疾患(パーキンソン病・ALS・重症筋無力症)である

病院での食支援が退院後継続できているかが不明

必要な専門職の介入を求める手立てがない

意識レベルの低下や注意力の低下がみられる

短期間で体重が減っている

脳血管障害(既往も含める)である

口腔や咽頭に炎症や腫瘍がある(手術した既往も含める)

単位［件］

問13 どのような連携場面で食支援が必要だと思いますか。※複数回答可

30

20

17

14

12

11

10

9

8

4

0 5 10 15 20 25 30 35

多職種カンファレンス(入院時・退院時カンファレンス、サービス担当者会議)

介護サービス事業所との連携

医科歯科連携

病院と診療所との連携

病院と食事を提供している施設との連携

配食サービス事業所との連携

行政機関・保健所等との連携

調剤薬局との連携

病院地域連携室との連携

市内飲食店との連携



問14 どのような職種との連携が食支援に必要だと思いますか。※複数回答可

単位［件］

35

33

31

30

27

27

26

24

23

22

21

15

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

かかりつけ医

歯科医師・歯科衛生士

栄養士

訪問看護師

ケアマネジャー

ヘルパー

リハビリ職

病院・診療所看護師

家族

薬剤師

病院医師

食事を提供している機関の調理師

市内飲食店の調理師

問14 どのような職種との連携が食支援に必要だと思いますか。※複数回答可 職種別集計

単位［件］

4

5

4

5

4

3

3

3

3

3

3

3

2

5

4

4

4

4

3

4

4

4

4

4

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

4

4

4

4

4

3

3

4

4

3

3

1

6

5

5

5

4

5

4

4

4

4

3

3

2

2

2

1

1

2

2

2

1

2

2

3

2

3

3

3

3

3

2

2

1

1

7

7

6

5

4
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1

4

4
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1

2

2

1

2

1

2

2

2

1

1

1
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かかりつけ医

歯科医師・歯科衛生士

栄養士

訪問看護師

ケアマネジャー

ヘルパー

リハビリ職

病院・診療所看護師

家族

薬剤師

病院医師

食事を提供している機関の調理師

市内飲食店の調理師

医師 歯科医師 歯科衛生士 薬剤師 看護職 栄養士 リハビリ職 ケアマネジャー 事務職

35

33

31

30

27

27

26

23

24

21

15

5

22

問15 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。※複数回答可

単位［件］

19

18

18

16

15

13

10

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

在宅での看取り・緩和ケアについて

在宅医療にかかわる多職種連携について

在宅医療にかかわる情報共有について

病院と施設と在宅医療にかかわる機関との連携について

地域でできる食支援について

在宅医療にかかわる職種の教育について

在宅でできる検査・処置について

問16 今後、在宅あるある会で取り上げて欲しい内容があればご記入ください。

• PT、OT、STさんの在宅における活動内容や他職種が訪問した際にチェックしてほしい事などがあるのかどうかなど。

• デイサービスについて教えてください。

• 患者さんの状態と胃瘻の選択、刻み食への変更等について知りたいです。

問17 その他、在宅あるある会についてのご意見ご質問があればご記入ください。

• いつも大変興味を持って聞かせていただいています。ありがとうございます。

• いつも大変勉強になります。ありがとうございます。

• この様な講演を市や各町内会等で行って一般の方々にも広く知識を持って頂いたら良いのではないでしょうか。


